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三池炭鉱の価値とは
宮原坑

日本の近代化の象徴  三池炭鉱

（正面の建物が第二巻揚機室）

三池炭鉱専用鉄道敷跡
　　明治11(1878)年

に馬車鉄道として開

始、明治24(1891)

年には横須浜（現在

の大牟田川河口）

～七浦坑間が開通

し、蒸気機関車も使

われました。その後

も線路は次々と延長

され、勝立坑や宮原

坑、万田坑などをつ

なぎ明治38(1905)

年には三池港まで線路が敷設され、現在の専用鉄道敷の全体

像ができあがります。

　　路線の複線化、蒸気機関車から電気機関車へと設備更新

が行われ、戦後は地方鉄道として旅客輸送も一部行われまし

た。しかし石炭産業の衰退とともに縮小、平成9(1997)年の三

池炭鉱閉山において炭鉱に関わる路線は廃止されました。

　　現在は線路こそ撤去されていますが、土構造物や枕木など

往時の姿を見ることができます。〔国史跡〕

三角西港
　　明治の三大築港

（三国港:福井県、野

蒜港:宮城県）の一

つである三角西港

は、オランダ人水理

工師ローエンホルス

ト・ムルドルの設計に

より、明治17(1884)

年5月に起工、明治

20(1887)年6月に

完成しました。

　　明治22(1889)年

に国の特別輸出港（米、麦、麦粉、石炭、硫黄）に指定されると、

三池炭鉱の石炭積出港としても位置づけられ、上海などへの

輸出港となり、宇土・天草地方の行政、経済の中心として栄え

ました。

　　現在も石積み埠頭をはじめ、当時の施設が

ほぼ原形のままで残っています。

〔国重要文化財・重要文化的景観〕
↑三角西港への　　　　

アクセスはコチラ

　明治後期にさらなる採炭と排水を兼ねた坑口と
して考えられたのが宮原坑です。第一竪坑は明治
31（1898）年に完成（深さ150.0m）。第二竪坑は、明
治34（1901）年に完成（竪坑の深さ156.9m）。宮原坑
はこの2つの坑口からなり、現在は第二竪坑の主要
施設が残っています。
　第一竪坑は揚炭、入気、排水が主な役割でした。第
二竪坑は人員昇降を主として、排気・排水・揚炭を兼
ねる機能を持っていました。それぞれの坑口には当時
世界最大級の排水ポンプだったイギリス製デビーポ
ンプを2台ずつ設置、坑内の排水難を解決し三池炭鉱
の深部への採炭が可能となった坑口なのです。
［国指定史跡・重要文化財］

○大牟田市宮原町1丁目86-3（観光おもてなし課 TEL 0944-41-2750）
                                               (ガ イ ド 控 室 TEL 0944-41-2539）

○休 館 日：毎週月曜日、年末年始（祝日の場合はその翌日）
○公開時間：9：30～17：00（最終入場16:30）
○入場無料 専用駐車場有　
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三池集治監外塀

三里町
2丁目

三川町
1丁目

三井化学

三池炭鉱見どころマップ

三川坑跡
戦後の三池炭鉱の主力坑。大斜坑などが見学
できるほか、7月には港まつり、12月には
イルミネーションイベントが開催されます。
●住所  大牟田市西港町2－30
●TEL 0944－41－2501(総合政策課)
●開館時間
　 4月～11月10:00～17:00（最終入場 16：30まで）
　12月～　3月10:00～16:30（最終入場 16：00まで）
●開館日 土・日曜日・祝日（年末年始を除く）

鉄道敷を歩いてみよう

宮原坑と三池炭鉱専用鉄道敷跡

宮原坑から万田坑まで今もつながってい
る炭鉱鉄道の跡はウオーキングに最適。
諏訪川の南側の鉄道敷跡から万田坑
まで歩いてみよう。

万田坑
三井三池炭鉱では採掘可能な区域を
広げるため、宮原坑についで万田坑の
開発がすすめられました。明治35
(1902)年から出炭操業が始められた
第一竪坑は、その深さが約270ｍにも
達し、２台の巻揚機と４台のケージが
使われるなど、それまでにない大規模
な施設となりました。明治41年三池港
の開港ともあいまって、出炭量は増加
の一途をたどり、昭和15(1940)年には
年間113万トンを記録。現
在は、主に人員昇降に使
われた第二竪坑の関連施
設が残されており、有料
で一般公開されています。

〔国史跡・国重要文化財〕
↑万田坑は

コチラ

(祝日の場合はその翌日)
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完成した閘門

だん たく ま

三池港
石炭産業関連　近代化産業遺産　　遠浅の有明海では干満差が激し

く、大型の石炭積出船の入港が困

難だったため、大牟田港や熊本・三

角西港を利用していました。しかし

時間も経費もかかることから、團琢磨

(三井鉱山合名会社専務理事)らは、

欧米視察後、明治35(1902)年5月

に三池港築港にとりかかりました。

　　同年11月3日、潮止めのための

堤防構築工事から開始、明治38

(1905)年に閘門工事開始、明治41

(1908)年3月末に渠内に入水して

約6年の歳月をかけ竣工し、4月1

日、新港は「三池港」と命名され開港

場に指定されました。

　　完成した三池港は、船渠（ドッグ）

の広さ13万平方メートル、内港の広

さ約50万平方メートル、航路の長さ

1,830ｍ、幅137ｍを測り、現在も福

岡県の重要港湾として現役で稼働

しています。
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